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肯巨ブコ言式こ験 とこ台 湾 の 日 本 語 教 育
､ ∫ l l
-､日本語能力試験の概要
J1 L1 ; - 教師養
成への提言-
淡江大学教授陳 伯 陶1､概要 :日本語能力鍔験は､1984年 (昭和59年)に初
めて実施され､去年末の1998年 (平成10年)で15回になる｡本試験初回の1984年度に参
加者は7819人あったが､第14回の一昨年(平成9年)では､それが一挙に114､4
80人に急上昇 し (注 目 ､今や日本語はあたかも世界の共通語であるかのような錯愛を
与えるようになった｡それというのも世界各盟において生活の必要上､あるいは先端
科学技術の摂斑､更に貿易､マスメディアの影響､時代の趨勢などの諸理由により､かような現象が
発生したのではないかと推測に難くない｡社団法人E]本語教育学会がこの日本語能力試験の母
体であり､1979年から1･983年の四年間､国際交流基金 (以下 ｢基金｣と略
)の助成を受け､海外でこの種の試験の実施可能性の調査に当たり､その間 5回の ｢日
本語能力試験｣を実施 した｡一方､財団法人日本国聯教育協会 (以下 ｢協会｣と略称)は､
1970年に私費留学生統-試演の一科目として､日本語科目の弼験を実施 してきたが､19
83年以来､日本勢科目を分離し､ ｢外国人E3本譜能力試験｣なるものを回内 ･外で
実施するに至った｡この実施については､外務省､文部省､基金､協会が協議 し､基金と
協会が共催という形で日本語能力試験を実施する運びとなった｡これが1983年であった
｡そして基金と協会が合同で設置したのが ｢日本語能力試験実施重点会｣◆であり､その結果が1984年から毎年の12月 8日に実施する
能力テス トとなって今白に
至っている｡2.過去10年
間の実績 :まず次の表を見てもらおうO
最上 日東語能力試験 ･過去10年間の東経1987年度 1988年度 1989 度 1990年度 199
1年度実施国.地域数 21 22
｢ .ヽ √､＼ ′~ヽ
応募者数国外 17.345 20.509 24,853 28,673 39,854内 6,781 1,153 16.51 1
341 28,790合計 24,126 30,662 4
1,404 50,014 68,644受験音数 国外 15
,214 17,859 21,426 24.620 33,4
62内 6,026 8,996 14183 1816
7 25,032合計 21,240 26,855 35,609 42,78
58.4941992年度 1993年度 1994年度 19
95年度 1996年度実施国 .地壊数 25 29 31 31
31.実 施 都 市 数 56 62 67 74 76応募者数 国外 47,419 58,753 65,155 75,930 85,549内 33222 3650 32471 2971 28
,931合計 80,6
41 95,313 97,626 105,701 114,480受験音数
国外 39,595 48,595 53,566 61,837 70,75
8国内 28.970 3218 28 72 26328
25,382合計 68.565 80,713 82,327 88,165 96.140
また表 1下表の受験者数 ･級別内訳を見ると､これも学習の程度が日増 しに向上 して
いることを示す証 しと受け止めてよい｡
③ 1級がこの10年間で5･5倍､2級で7･6倍､3級では4･18倍､
4級で2･56倍 と､特に1･2級が急増 していることが特徴的である｡以上の数
字を緒 まえ､更に世界の参加国 ･地域 ･実施都市別の詳細を統計で見ると次の表になる｡Eg.地域名
都 市 名 ユ 放 Z 紋 3 放 4 級 合 計応茅者 受験者
応第着 受験者 応募者 受験者 応評者 受験者 応評者 受験者イ ン ド
ニューデT}- 30 21 70 55 115 101 155 116 370 293
プ - ナ 16 12 72 50 181 lJ17 168 118
437 327イ ン ド 計 16 33 142 105 296 2
48 323 234 807 620インドネシア ジ ャ カ ル タ
79 50 205 154 4ユ3 349 751 625 I.448 1.178パ ン ド ン
18 14 l90 159 313 284 417 363 9:柑 8ス ラ バ ヤ
15 50 41 132 124 305 272 505 452メ タ ン 2
9 42 39 174 159 385 323 603 523インドネシア計 117 8ユ 487 393 1,032 916 i,858 1.5
83 3.494 2.973シンガポール シンガポール 183 151 456
398 679 590 1.011 838 2.329 1.977スリランカ コ ロ ン ボ 13 ll loo 76
254 227 Ll67 407 834 721･タ イ バ ン コ ク l59 ユ32 321 262 53O 444 619 584 i.62g 1,342チ ェ ン マ イ 15 1
38 30 95 86 l36 108 284 236タ イ 計 174
144 359 292 625 530 755 612 1,913 1.578韓 国 ソ .ウ ル 5.407
4.088 4.548 3.168 3.259 2.202 1.511 i.00l14.72
510.459基 山 2.630 2.022 2.903 2.055 2,842 1.945 1.3
81 1-021 9.756 7043全 州 725 55
709 482 812 560 216 141 2,462 1.737済 州 256 177 264 16 339 233 150 10 I.009
682韓 国 計 9,018 6.841 8'.424 5,867 7.252 4
.940 3.258 2.27327.95219.921中 囲 北
京 I.198 I.113 935 850 509 465 134 12
2 2.776 2.550上 海 i.096 i.rood 1.945 1,781 1.729 1.565 677 576 544
7 4.926長 春 497 457 330 316 43 41 9
8 879 822大 連 1.026 959 747 711 269
253 145 131 2.187 2.054広 州 400 367 417 377 365 339 204
184 1,386 1.267溝 綴 570 540 302 278 247
235 177 154 1296 1207天 282 276 195 l89 155 13 64 62 6
6 670ハ ル ビ ン 283 262 298 267 1
15 log 32 29 728 666西 安 247 226 26
2 239 190 167 lot 92 800 724成 都 91 82 99 95 8
8 86 28 27 306 290武 153 lLI3 130 118 220 20 173 王63 67 6
24済 南 256 231 431 390 249 234 119 111 1.0
55 966中 国 I. 計 6.899 5,660 6.091 5,611
4,l79 3.836 1.863 1.65918,23216.766香 港 着 港 675 580 827 734 998 73 635
536 3.エ35 2.723パキスタン イスラマバード 00 5 5 ll 10 20 17 6 32カ ラ チ 6 4 20
国.地域名カ ナ ダ 都 市 名巨 ヾン ク 一 万 二 T 1 級 2 放 3 故 4 故 合 計安寧琴69応茅者102 応夢者lil ●f応罫者76 撃験者93 I受
験者9B●怖 評者51安 着47 ･夢 摩3両 307アル ゼ ンチ ン ブエノスアイレス 73 67 167 ユ59 l89
｢ ･ 応募者総数1､国外全体: 85,549
人韓国 : 27,9
52人中国 : 18,23
台湾 : 11,7
42人受験 者総
数2､国外
全体 : 70,758人韓国 : 199
21人中国 : 16,766
人台湾 : 10,037 全応募者 に占
め る比率 全人口に占める比率100%＼一･｢ 32.6%213
%13.7 0.0332%000001397%47%全
受験者 に占め る比率 全人 口に占め る比率100% 0.
04658%0.0
00001519%0.0559%以上のデータでわか ることは､能力試琴 の応
募者 ･受験者は韓国が第一位で､中国がそれ に次 ぎ､台湾 が第三位 を占めている｡ これか ら窺 い知れ ることは､人
口の割合か ら日本語学習 と能力試験 の多寡 を割 り出す と台湾が一位 となっているO'
3､試験結果 の分析 :
現在行 われ ている日本語能力試験の科 目はこれ を下記の裏の三筋 に分けているが､会話 と作文 は世界的 に一斉 に統一 を行 う場合､実施上 困難や公平 を期すのが困難で
あるので排除 した｡ 義旦 琵襲 ¢構成及び琴定基
準級 構 成 認 定 基 準類 別 時 間
野 点1 文字 .語衆
45分 100点 高度の文法 .漢字(2.0
00字程度).語療(10.000聴 解 45分 100点 雷程度)を習得
し.社会生活をする上で必要であ読解 文法 90分 200 るとと
もに,大学における学習 .研究の基礎としても役立つような,総合
的な日本語能力○計 180分 400点 (日本語を900時間程
度学習したレベル)2 文
字 .語桑 35分 100点 やや高度の文法 .漢字(1,000字程度).語褒聴 解 40 (6,000語程度)を習得し,-般的なことがら
につ読解 .文法 70分 200点 いて,会話ができ,読
み書きできる能力○(日本語を600時間程度学習し,中級日本語コ-
計 145分 400点
｢ヽ √､ ＼ ′~ヽ
= 11 I
:I/ II . _ _
(資料姻 際交流基金 欄 団法人 日本国際教育協会編 『日本語
能力試験の概要』1997年版 4京 より)1996年度日本語能力試験 は
､海外で31の国 ･地域､76の都市で基金と各地区の試験実施団体 との共催 (ただ し､台北については､- 法人交流協会により実施)により､また日本国内では､札酎 東か 名古屋 ･京阪神 ･広
島 ･福岡の 6都市で協会によ｡､12月 8日に一斉に実施 された｡各実施地の応募者数受験者数は表 2の通 りであるが､その結果 としての級別平均点､
最高点､最低点､認定音数及び認竃 率は次表の通 ｡であるo義A 盈乱｣≡雌遅遡息 j過 渡 笠
文 字 .詔 褒 聴 解 読 解 .文 法 総 合 点国内 国外 結合 国内 国外 総合 国内 国外 総合 国内 国外 総合
受験者欺 ユ5.847 16.97432.82l15.84416.96932.813 15.83216.95232,784 15.81
316.94Ll32.757平 均 点 67.6 67.5 67.5 58,4 49.2 53.7. 125.3
122.0 123.6 251.4 238.8 244.9B S .S. loo loo
loo 100 100 100 200 280 200 398 395 3981故 慮 低 点認定者数定 琴 0
9 0000 0 0 0 455.6B835. 634.39525.9 4510.08325.g受験者赦 4.70718,
39023,097 4.71118,39223.103 4.708 18.38223.090 4.701 1且.37023.071平 均 点 63.7 68.
2 67.3 64.9 43.3 47.7 93.2 95.5 95.1 221.8 207.0 210.8. 最 高 点 川0 108 loo 100 loo 100 l9
194 194 389 386 38g2歳 最 低 点認定者数定 寧 00 0 a 0 0 000221,70336.1
644.7125.6 226.417受験者赦 3.217119.12622,343 3.213 19.121
22,33Jl 3.212 19.11522.327 3.209,19.10422.313平 均 点 72.2
69.7 70.1 78.7 50.9 54.90 125.5200 112.50 ll4.420D 276.5399 233.2JIOO 239.4400
3級 最 高 点恩 恵認定者政党 定 等 100 100 10
0 loo01
0
a
この表 (1996年実施う では二つのことがはっきり示されており､示唆に富んだ数字を
我々の前に示している｡まず平均点については
① 1級では文字 ･語桑部では国内 ･国外は同じ67･5点であるが､聴解､読解 .文法
ともに国外が 2-3点劣るが大麦はないO
② 2級については運に文字 ･語愛で 5点､読解 ･文法で2.3点国内に比べて優れて
いるが､聴解では日本国内に比べて21.6点も劣っている｡これは注目に値する｡
③3･4級については､ 3項目の試験 ともにE3本国内の平均点より劣っているO
以上の%テ-ジから見て概 して言えることは､聴解の郡では日本国内が断然優勢であ
り､その他の郡においては甲乙付け難いOそれはE]本国内における言語学習･環境の優勢
に起因するものと解 してよいと思 う｡ただ､1-2級程度の文字 ･語愛や読解 ･文法で
は､回外の成績が国内に比べて同じか､2- 3点劣-るがそれは大 した問題ではない｡そ
のことは､国外における外国語としての日本語教育が着々とその緒についていることを
示 し､我々日本語教育に携わる教師の自負すべきでもので､現在の教材や教授法に我々
は胸を張 り､自信を持ってよいと患 う｡
これを更に ｢琴準偏差｣という新 しい評価基準に当てはめて分析する｡
象旦 199.6年度 試験結果
文字 .語魚 聴解 託解
一文法国内 国外 総合 国内 国外 総合
国内 国外 総合1級 受験者数 15.8LI7 16,97432.821 15.844 16.96932,813 15.832 16.95232.784
項目数 65 26 60
時間(分) 45 45 90平均 点 67.57 67.33 67.55 58.42 49.23 53
.66 125.29 121.98 123.38標準偏差 16.01 15.15 15.57 16_47
16.60 17.16 37.33 36.55 35.96Z級 受験巻数 4.707 18,39023,097 4.711 8,39223,03 4,708 18,3822,0
0項目数 65 26 55時間(分) ･3 40 70平均 点 63.70 6
8.19 67.28 64.87 43.28 47.68 93.23 °95.52 95.05標準偏差 1
5.83 16.04 16.10 17.31 17.75 19.69 28.34 28.95 28.843級 受験音数 3.217 9,12622,343 3.213 9,12122
,334 3,212 19,11522,327項目数 55 26 50時間(分) 3 35
70平均(皮) 72.19 69.69 70.05 78.69 50.93 54.92 125.48 1
12.49 144,36標準偏差 16.82 16.16 16.28 14.96 20.34 21.94 34.28 34
63 34.864級 受験巻数 1,580 16.225 17.8
05 1.576 16.233 17.80g 1,575 16.230 17.805項目数 40 2 47
(44)時間(分) 25 25 50平均 点 71.19 63.14 63.86 71
.49 48.11 50.18 119.52 105.46106,71標準偏差 19.27 19.56 19.67 1565 1 38 1933 341 3637 3.40
〔 ･.
d
(注)標準偏差 とは各人の得点宜平均の隔た り､その合計 したものを受験者の人数で割
ったものという,=とである｡すなわち､標準偏差の値によって､受験者みんなが
同じような得点を取っているのか､人によっては得1息が高かったり低かったりす
･ る場合がある｡その棲準偏差値でその試験の受験者全体の得点の分布がわかる｡
上の表の標準偏差についてみると､①全体的に級が下になるほど標準偏差の値が大 きく
なる｡ これは受験者の能力の差が下の級になるほど大 きく､さまざまな能力の人が混在 し
ているためと考えられるOまた②国内と国外 との値を比べてみると､聴解の 3･4級にお
いてその差が突出 して大 きい｡中でも､聴解の3級は､寓外の標準僚差の値が日本国内の
それに比べてかなり大きいB受験者が同じ3類の文字 ･語愛 ･読解 ･文法などの試験で国
内 '国外の標準偏差の値に大 きな差はないが､こと聴解能力においでは国による､あるい
は母語によるばらつき､あるいは言語使用環境の影響が大 きいことをもう一度示 している
と解する｡ しか し後述の台湾の能力試験の部で述べるが､日本 と台湾は良 く ｢同文同種｣
と言われるが､ この同文同種がいわゆる曲者で､これは単なる ｢同じ漢字を使っている｣
ということだけで､決 して同文同種ではない｡このうがった観念が実に台湾での読み ･読
解の成績を大 きく左右している｡
二､台湾における能力テス トと日本語教育
1､台湾における日本語教育の経緯 :
戦後､台湾は日本の植民地統治を離れ､国名を中華民国と改めた｡中国大陸から撤退
した国民政府は､過去 8年間の日中戟争の苦 しい悪夢から逃れ られなく､癌にかかった
かのように日本排斥の政策を取 り､一般大衆に日本を毛嫌いする教育を施 した｡その結
果が日本語の排塵 であ り､日本語を話すことを極力嫌った｡従って台湾の大学で日本語
学科が創設されたのは､戦後二十年近 く経 った1963年で､私立文化大学に東方語文学系
日本語組がやっと誕生 し､その後同じ私立の淡江大学 (1966年)､舗仁大学 日969年)
東呉大学 (1972年)に日本語学科が創設された｡ しかし､日本 との国交断絶後 日972
年)に文化大学 ･桑島大学 と淡江大学に大学院修士課程 (1980年)が出来､翌1981年に
教育ラジオで日本語放送が開始されるなど､台湾の日本語教育は隣国の韓国に比べて大
変遅れを取っている｡そして李登輝時代にな り､戒厳令の解除に伴い､国立大学にも日
本語学科が設立されるようになったo 政治大学が1989年に東方語文学系に日本語組を､
1994年に台湾大学に日本語学科が設立され､その後銘伝大学 (1996年)､高雄科技大学
(1997年)農文技術学院 日998年)にそれぞれ応用日本語学科が設立され､台湾の日本
8
語教育は軌道に乗 り上げたと言うより､まさに百花争艶の時代に突入した｡もちろん等
科学校においても､台車や高雄に日本語学科が設立されているが､これ
からの趨勢としては､更に大学や学疫での日本語学科あるいは応用日本語学科の設立が雨後 筒のよう
に増えることであろう｡また専門学校の技術学院への昇格に伴う日本語学科の設立､そ
して高校の第二外語としての日本語の導入等､台湾に串ける日本語教
育は､まさに獣国時代に入るかの感がある｡本文は能力テス トの数字から見た台湾の
日本語教育の実態との相関性を探究するものであり､台湾の冒本語教育は現時点ではスター トを切ったとい
う状
｢ ･ヽ ｢ ､ ｢｢
ド r √ p rL rl
･1996年 (私)銘伝大学応用日帯系7 国
)高雄科技大学応用日語系LI L 普通高校に選択科目としての日本語教育を導入
･1998年 (敬)景文政術学院2､統計数字に表れた能力テス トと日本語教
育 :まず台湾に ｢財団法人語言訓練沸教中心｣が創設されたのは民国40年 (1951年)
である｡ しかし､当初の目的はアメ リカ留学などのための トッフル(TOFFL)試験のた
めのものであり､日本語能力試験が併用 して行われたのは1991年からのことである
｡主催は財団法人交流協会で､語言訓練潮験中心が試験執行機関であった｡もちろん試験問題 日
本本部から送 られる｡去年 (1998年)が 8年目で､ ここでは1993年から1998
年の日本語能力試験の応募者数 と参加者数の統計数字を掲げ､逐次分析と解明を行 うことに
する｡盈ユ 日本語能力試験応募者数及び
受験音数統計表- 1応募
者数 受験音数91年
1148 92292年 2765 2281
93年 4521 3828
94年 7050 58土45
9186 767896年 11742 9996
97年 13986 11958
98年
①応募者数も参加者数 も年を追うと共に増え続けている･｡それは先に掲げた台海の日
本語教育事情 と照合すればおのずから⊥致するもので
ある｡そ.して将来②総合大学あるいは技術学院の昇格に
伴う日本語学科あるいは応用日本語学科の創設③専科学疫の
学院昇格に際 しての応用日本語学科の創設④民国88年度か
ら実施予定の高校第二外語としての日本語教育の普及⑤職業高校の日本語学科 ･観光科にま=ナる日本語科目の必修あるいは選択
科目としての日本語履修及びそれに刺激を受けた職業高校の学生の日
｢ ヽ.
(~､ rJ ( ･ヽrl.･.■1 ■･.･.■-
l I受 験 者 数 1
級 2 級 3 級 4 級 合 計91年 440
482 0 0 92292年 917 5
83 410 371 328193年 1279
860 1005 684 382894年 1567 1072 496 1 79 5 14
95年 1849 1486 2171 2172 76
7896年 1899 1865 3006
3226 999697年 1771 2298 3698 4191 11 5
898年 2217 2813 4475
5210 .1471.5(資料は交流協会文化峯境供)
上の表から見るに､先ず1991年度は 1級 と 2級の試験だけが行われ､3-4級は実
施されなかったOその理由として
挙げられることは､①当時大学に日本語学科があるのは 4つの私立大学で､進学を希望
する卒業生の唯-の道は日本留学であり､それ
に当時の日本留学に際 しては､日本の大学院で能力試験 一の証明書を要求 しなかったことC
② また大学で4年間日本語を勉強 したものが3-4級を受験することはちょっと考え
られなかったことで､大学 も奨励 しなかった｡③ 1991年から始 まった能力試験は
最初台北-区で行われてきたが.1995年に新たに高雄地区にも試験場を設け､当初高雄で受験する人数は少な
かったが,台湾南部の日本語教育が盛ん
になるにつれ､年々増え続けてきたOちなみ に1995年からの高雄地区の受験者数を羅列 してみると 1995度は561人､96年は2405人､ 7 は3494人､98度が
′rヽん､ この現象は担任教師に負うものであるが･､この趨勢は来年度の2000年には 2万人に近い数 になるのではないかと筆者は考 え ｡次に1998年度の能力試験の年齢別 ･性別統計表を掲げ､読者の参考に資するのもまた意義あるものであろう｡ 1 L J象旦 ig9迫撃日本語能力鼠琴各級応募者年齢及び性別絶息塵I.t.C:酔lIy ､.J⊂h泳5=ド ､｣ー■IJL′lCh⊂丁ヽI-｣ ⊂hト.･一lCLハ しノ1ChI⊂⊃ しノl～LIへ A⊂トIし′ー⊃ JLト.一IALハ 軍Ji LJド.一J rJ⊂}ヽILltuト.･.一INL′1 ト.･.-▲⊂hItJ トー-▲.一I 一･.･.一く:⊃匪文
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(資料は交流協会文化室提供)この統計数字の削合は
97年96年95年94年度 と比較 して大差がないので､前 4期の統計表は紙幅の関
係上省略 した｡そこで上の統計表から次のことが割 り出せるのではないかと思 う｡
① まず男女別に見 ると女性が男性の約 3倍になっている｡ これは台湾では文化系統､特に日本語を学ぶ学生のほとん
どが女性であることと一致する｡ちなみにここ数年の統計では､1994年で男女比は7滴 ‥27%､
95年が74%:26%､96年が72､86%;27､14臥97年は74､38%;之5､62% とほぼ同じ男女比率で能力試験に参加 して
いるoLか しこの男女比は近年の理工科学部の第二外語 として日本語を履修する学生が増
えているので､近いうちに男性の比率が少 しは縮 まるのではないかと思 う｡
②ただここで特に注目に値するのは年齢差であるo上記1998年度の統計表を年齢別に
人数 を統計 してみると､次のようになり､かなり興味の深い数
字が現れるO㊥ 10歳以下の受験者が 7人いることは､.これら受験者が過去両親の
留学やその他の理由で日本に居住 したか､あるいは塾で習ったかであろう｡⑤ 76歳以上の方が 2人いることは珍 しく､これ ら過去に日本の植民地統治時代を経
験 し､日本語を母語 として習った66歳～75歳 までの28名 と合わせると計30名の方が
日食話能力試験を受けている
｡その原因は色 々あろうが､それでも年老いてまた自己に挑戦する根性は ｢生涯教育｣という
ようななま易 しいものではなく､まささ弓若い人遠の模範であろう｡
⑥次に11歳～15歳 までの人が55人 ということは､小学校 5年から中学校 3年の学生
を指 し､ これらの人達がどこで日本語を習ったかは研究に値するものである｡③ 16歳～20歳までの7117人とかな りの数に上る受験者は､ちょうど高校在学中か卒
業 して間もない頃の方達であ り､ これは普通職業高校の観光科の学生､あるいは 3
年
生であるか､それとも第二外語 として日本語を履修 している学生であろう｡①26d～30歳 までの
方は､すでに大学を卒業 し､会社で働き､仕事の上での必要性あるいは生活やマ
スメディアの影響で日本語を学んだ人達であろうCI l ⑧31歳以上の方の受験者が21
6
5人 とかな りの数に上 り､それが全体の7､8纏 占めてお り､ここに台湾における日本語
の時代的趨勢を見ることができる.最近台湾の新聞 ･テレビ ･雑誌の日本語の常用は
すでに耳新 しいことではないO特に第三次産業の日本企業 との合弁は日本語学習に
更に拍車を加え､2180万の台湾人が全て日本語に浮かれているような錯覚を覚える
O必要 もないのに看板に ｢の｣を付けて時代を先取 りした優越感を持たせ､台湾製のお菓子や製品など わざと
日本語で説明を加えるなど､社会がどうか しているのではないかと思わせる場面がよくあ
る｡学生川柳に ｢平仮名が 違 っていても 日本製｣とは大学生ながらよく社会の核心を
ついたものであると感心する｡また実社会においても日本語ができると何か
とメ リットがあるようである｡例えばある日本企業では日本語ができると月給が上が り､昇給が早 くな oまた国家公務員や軍
隊においてさえ､外国語
､特に日本語の学習に大学 とタイアップしたり､あるいは特に日本語のクラスを設けて
専門の日本語教師を招いて教授 しているところも少なくない｡'その目安になるのが日本
語能力試験である｡三､展望 と提言以上､台湾における日本 教育の実態を､日
本語能力テス トの統計に基づいて分析 ･解明に勤めたが､これからの台湾における日本語
教育の展望を現在の諸政策から考えるに､今後更に飛躍的な進展を遂げるものと確信する
｡それと言 うのも､前述したように､ これから大学 ･専門学校で日本語学科あるいは応用自
重語学科の設立が相継ぎ､また高校で第二外語 として日本語を教科課目の中に加えるとな
ると､近き将来､日本語学習者が現在の倍になると推定され得 るOそして職業高校な
どにおいても､大学入試の方策の改定や推薦入試などで､そめ必要性から日本語を積極的に学習 し､また就職を目指す学生 (
教育部の政策ではこれか ら就職組が少なくなり､全員が大学進学を目指す
1有日語糸大草 : 9叔 草色患 : ー537一人2者白づ魯魚祭
院 : 4頻 単色盤 : 2959人3着日3番急_各科祭叔 :
8頗 草阜激 : 5ー57人4右目常新高戚
: l 16枚 畢生薮 : 11021人5鼻白藷糸大草 r
生薮 : 9664人l言受賞こ外弓各主巽修 日播身 : 15瀬6轟81簿
糸学院 草生敗 : 11394人1授賞ユタト名答主菜路日清身 : 28塵7鼻
白3番糸革新学校 学生数 : 19485人殺第こ外湾喜撰修日清身 : 43塵8
鳥目語軒高鶴 . 学生数 : 21196人言受自首各項菓∃生身 :
-BO 弛9普通高や 学生敷 : 1855人段目語撰.絡礁親身 : 22兼
lO合台 畢生薮 : 23022人aj暑補習鎚 : 約 156象叶
1･21124人註 :全告白語補 習牽 ,係箱正式
登記音素 ･且発卜者 日清補 習放紹牌 7以鼻他名義設立之補 習班不在 比内 O
(資料は東呉大学 日本語学系陳淑娼先生 より提供)次に問題点に対する提言である
が､現在台湾における日本語教育の成果は､一応世界各国の水準に比肩できるものである
と自他共に認められているo Lか しそうは言っても､そこにはまだ多 くの問題が潜んで
いることは否めない｡その最たるものが教師の養成問題であるQ以下､大学 ･学院 ･専門学校
･普通高腰 ･職業高校に分けて述べるQl､大学 ･学院 ･専科学校 については､表10に
見 られるように､現在既に日本語学科あ争いは応用日本語学科を設けている大学 ･学院 ･専科学校
らの補助の多寡にかかわってくる｡日本の学位取得が欧米に比べて難 しいことは言
うまでもない.大学側が少 しでも多く教育部の補助を貰 うがために､専攻を問わず､博士で
さえあれば優先的に採用するということは､将来の日本語教育が危ぶまれ､熟考を要す
る重大課題である. l J②次に教材の自主編纂や教学
法については､ これからの教授陣の努力を待つものであるが､これ らの問題の解決は ｢熱意と教育に対する愛｣と
で克服できるものであるので､余 り心配はない｡
2､次に普通高校の第二外語 としての日本語教
育について教育部の腹案 として､普通高校に8
8年度から第二外語を選択科目として開放すると明言 して久 しい｡そして既に22校の普通高校に 3年の如隈 切って試験的
に日本語教育を行い､去年 (88年)の12月16日に教育部中等教育司が ｢高校第二外語教学検
討会｣なる会議を主催 し､高校の校長や現隙の先生方を招
( ､ ｢ ､ ノ ( ･ヽ
北一女 2 31 1 ll 1 8 4
50淡江高校 5 203 5 203景美
女中 2 51 2 39 2 41 6 131台南 1
55 1 47 2 102高雄女中 2 73 2
44 4 117厚東女中 4 92 1 20
5 112崇義高中 1 40 1 40中興
高車 2 80 2 80永平 中
3 79 3 79海山高中 3 79
3 7°9計 22校 67 18 5,5 19 375 ll 225 1 16 98 24
71(資料は東呉大学 日本語学系陳淑娼先生より提供)上の表 を数字的に分析すると､ を層噂 している学
生数が全体の75%に達 し､次いでフランス語が土5%､ドイツ語が9%､スペイン語がO･6%とな
っているO これを単純計算してみると､本年度 (民国88年)､仮に教育部が全面実施に
踏み込んだ場合､全高校生の75%が日本語を
(資料は東
かの方法で ｢日本語教師能力試嶺 ｣守るものを科し､合格 したものには日本の 『学校小
｢ 六法』の ｢教職員免許法｣第四条及び第五条の規定に習い､仮免許を与え､期限を切っ
て正式免
者 とす
